
 

うれしい プレゼント 

私は悩んでいました。  

幼稚園の年中さんの姪っ子の誕生日がもうすぐ来るころでした。何かプレゼントをしたいけれど、

姪っ子はぬいぐるみでも服でも、何でも持っているのです。 

何をあげたらよろこぶかなあ。 

お菓子を作ってあげようかな。でも、おうちでケーキを買うよなあ、きっと。 

木のおもちゃはどうかな。そういえば、おととしあげた小さな木馬で遊んでくれただろうか？？ 

ハンカチは？ 靴下は？ 

ヒントを求めて机の引き出しを開けると、小さな白い封筒が目に入りました。それは子どものこ

ろに、姉が私にくれた小さな赤いカードです。中を見なくても、今でもちゃんと覚えています。 

「そうだ、おてがみを書こう」 

私はかわいいくまの絵の便箋をひっぱりだして、ひらがなでゆっくりと書きました。 

“おたんじょうび おめでとう。いっぱいわらって たのしい いちねんに なりますように” 

誕生日が過ぎてしばらくしてから、姉が私に言いました。 

「あの手紙ね、うれしかったみたいで、幼稚園に持っていってたよ」 

 

携帯電話全盛期のこのごろですが、最近手紙を書きましたか。 

便箋と封筒を選んで、書きたいことを整理して、相手を思いやって書くということは案外時間の

かかるものです。電話やメールに比べて不便かもしれないけれど、その分気持ちがこもります。 

文字を覚える練習や作文の練習にも、手紙は役立ちそうです。自分も文字を覚えられる上に、相

手にも喜んでもらえるなんて一石二鳥！ たまにはこうした“勉強”も楽しいですね。 

  

『子どもを伸ばす 毎日のルール』                     

（分類番号：BA379.91、辰巳渚／著、岩崎書店） 

目次には「～しない」ルールがたくさんありますが、                        

「たまには手紙を書こう」なんてすてきなルールも。                       

この本のルールは大人も実践したいものです。 

                           

      

 



 

 

 

                                                      

BA596.4 『パパッと塾弁』上田淳子／著 講談社  

学校がお休みでも塾通い。お弁当づくりの悩みは尽きません。｢パッと食べられて消化のよいもの

をパパッとつくる｣って、もしかしたら塾の勉強より大変なことかも！ 夕食、おやつ、夜食のほ

か、塾で食べるお弁当の夏冬対策、つくりおきのワザなど、〝おいしいメニュー〟が揃っています。 

 

  

                      

BA736 『親子で楽しむ消しゴムはんこ』藍田留美子／著 ＰＨＰ研究所 

何の愛嬌もない事務用品も、かわいいはんこ一つでガラリと雰囲気が変わります。世界で一つのは

んこをつくって名前の代わりにポン！ ありふれたものがオリジナルグッズに。彫るのが少し難し

い子には絵を描いてもらって、親子で「はんこ工房」してみませんか。 

   

 

BA368.6 『親子できたえる防犯力』 石井栄子／著 フレーベル館 

根拠はないけど「犯罪は自分とは関係ない」と心のどこかで思っていませんか。素直と無防備は違

います。油断大敵、備えあれば憂いなし。夕食後のひととき、テレビを消して親子で安全について

話してみましょう。 

 

 

BA594.7 『子どもに持たせたい手作りバッグ＆小物』香田あおい／著 PHP 研究所 

子どもの身のまわりに、こんなに袋ものがあるのかと少し驚きました。 

この本に載っているような小物に囲まれていたら、何でもできる気持ちになれそうです。 

アップリケの代わりに、親子でつくったはんこを使ってもすてきですね。 
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